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OPAMとは, Object Perception, Attention, and Memory の頭文字をとり命名された実験
心理学の国際会議である。これらの用語からもわかるように, この会議では知覚, 注意, 記憶
に関する心的機能や行動, さらに情報処理モデルなどについて発表がなされ, 議論が行われ
る。全体として, 高次視覚や視覚認知に関連するトピックが多い。参加者の大多数は, 実験心
理学者である。ただし, 発達心理学や神経科学を専門とする研究者も参加する。今年で9年目
を迎えた新しい国際会議で, 若手の研究者に研究発表の場を設けるという目的で設立された。
そのためもあり, 大学院生や博士研究員など研究者として, キャリアを歩みはじめた人たちが多
く発表する。
今年度開催されたOPAM 2011は, 2011年11月3日に, シアトルのシアトル・シェラトンホテル
で開催された（ワシントン州, アメリカ合衆国）。若手の研究者のために設立されたという経緯
のせいか, 参加費は無料で, その代わりに寄付を受け付けるというユニークな形式をとってい
る。日時は, いつも国際的な実験心理学の学会であるPsychonomic Society の初日にあわせ
て開催される。もちろん, 会場も同じ施設内である。Psychonomic Societyの初日は, 夕方か
ら会議がはじまる。OPAMでは, それまでの時間に（つまり, 空き時間を利用して）, 口頭発表, 
ポスター発表, 招待講演が行われる。これが毎年の慣例である。OPAMにおける発表のうち, 
特に優秀だと判断されたものは口頭発表に回される。そして, 口頭発表に回された発表は, 論
文誌「Visual Cognition」に少し短めの論文として掲載される。これは, 若手研究者にとって
貴重な機会であり, 口頭発表に選ばれるため真剣な競争が行われる。
今年のOPAM 2011では, 14件が口頭発表に選ばれた。いずれも, 独創性に富んだ素晴ら
しい内容であった。また, ポスター発表の会場でも活発な議論が行われ, 大変刺激を受けた。
残念ながら, 我々の発表は口頭発表には選ばれず, ポスター発表となった。
図1が当日の発表の様子である。今回の発表タイトルは, 「No attentional blink during 
arithmetic」で, 本学大学院生の小林晃洋くんと行っている共同研究の一部である。この研
究では視覚的な注意の時間特性と作動記憶の関連について検討を行った。近年, 注意の瞬き
という現象が注目されている。例えば, 短い時間感覚で連続的に呈示される刺激を観察すると
き, ある対象を検出すると, そのあとの0.2-0.7秒程度, 視覚認知機能が低下する。端的に言うと, 
ものが見えづらくなる。このような視覚認知機能の低下を, 注意の瞬きと呼ぶ。ちょうど注意
が目をつぶったかのように働かなくなるためだ。今回われわれは, 注意の瞬きが, 課題対象に対
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し, 検出のみでなく, 足し算のようなやや複雑な処理を求めると消失することを発表した。そし
て, この結果について, 作動記憶の関与から説明を行った。発表時には, われわれの説明に対し, 
他の説明を提案する研究者などもあり, ポスターの前は活発なディスカッションの場となった。
今回のOPAM 2011で, 特に出色の出来映えであったのは, Brian Schollによる招待講演で
あった。「It's Alive!: Some Visual Roots of Social Cognition」と題した講演は, 丸や点や線
といった単純な視覚刺激を使用しながら, 複雑な人間関係の認知や生物学的な特質の理論的
理解に迫るものであった。この講演を聴くことで, ものを見るという単純なプロセスを通じ, 生命
とは何か, 社会とは何かまで, 聴衆は考えさせられた。まさに私がそのひとりであった。
図１　OPAM 2011における学会発表の様子
